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寸法表(90°) 数量表

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ(B形)管用ｺﾝｸﾘｰﾄ(90°)基礎構造図
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数量表寸法表(120°)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ(B形)管用ｺﾝｸﾘｰﾄ(120°)基礎構造図
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数量表寸法表(180°)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ(B形)管用ｺﾝｸﾘｰﾄ(180°)基礎構造図



ﾏﾝﾎｰﾙ蓋 開閉方向及び足掛け金物位置

足掛け金具 ﾏﾝﾎｰﾙ蓋

1)ﾏﾝﾎｰﾙ蓋の開閉方向は、原則として下流側とする。

　ならないことを優先に監督員と協議のうえ決定する。
2)足掛け金具は原則として下流側とする」。
　但し、大口径管(450以上)の場合はこの限りではない。

　下流側に開閉することが適当でない場合は、交通の支障と
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10％

本管径の1/2

落差h=2㎝

インバート標準平面図
※標記以外の場合は監督員と協議の上、形状の決定をすること。

インバート横断勾配 インバート縦断勾配

6



7 5 7 5

マ
ン

ホ
ー

ル
深

φ
6 0
0

1 1
0

37 5 R

25

G L

1 1 0

8 20

6 00 1 1 0

G L

6 00

3 00 2 5 02 5 0

8 00

8 2 0

6 0 01 10 1 10

7 5 759 00

11 0 0

5 5 0 3 0 0 25 0

 底　版

 ふた及び受枠

 調整リング

 斜　壁

 直　壁

く体ブロック

マ
ン

ホ
ー

ル
深

1
7
0

1
3
0

2
0
0

平　面　図横　断　面　図 縦　断　面　図

組立楕円マンホール（内寸法600×900mm方円形）構造標準図
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組立３号マンホール（内径1500mm円形）構造標準図
組合せの形式：　　２　　形
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ふた及び受けわく

ふたボルト

調整リング 900×100mm

900

（1800mm）
（2100mm）（1200mm）

（1500mm）（2400mm）

（ 900mm）

（2400mm）（1800mm）
（1200mm）

直　壁 1500×900mm

く(躯)体ブロック1500×2100mm
（1500mm）

横 断 面 図
平　面　図

縦 断 面 図
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砕石基礎

上部壁

直壁Ⅱ

直壁Ⅰ

底板

取付管壁

砕石基礎 150

小口径マンホール構造標準図
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９０°曲管

止金具

接着受口カラー

内副管用マンホール継手

内副管設置工（参考図）
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平　面　図 縦　断　面　図

B

T

支管

直管

90度曲管

BT

副管使用の例
本管径
（mm）

副管径（mm）
分流式下水道 合流式下水道

250

700以上

副管高

150
200

200
150

150

特殊ﾏﾝﾎｰﾙとする

600～2000

250
300

特殊ﾏﾝﾎｰﾙとする

600～3800

B - 1 0 0

1
0
0

1
5
0

H

2 00
200
200

250

150

150
200
200
200
200

250

特殊ﾏﾝﾎｰﾙとする

特殊ﾏﾝﾎｰﾙとする

300

350
400
450

500
600

寸法表

Ｄ B T

（m m） （m m） （m m）

砕石基礎（㎡）

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

4 0 0

4 0 0

4 5 0

5 0 0

4 0 0

4 0 0

4 5 0

5 0 0

単位：c m

H = 2 5 0H = 1 0 0 H = 1 5 0 H = 2 0 0

0 . 1 2 0 0 . 1 2 0 0 . 1 2 0 0 . 1 2 0

0 . 1 2 0 0 . 1 2 0 0 . 1 2 0 0 . 1 2 0

0 . 1 5 7 0 . 1 5 7 0 . 1 5 7 0 . 1 5 7

0 . 2 0 0 0 . 2 0 0 0 . 2 0 0 0 . 2 0 0

数　　量　　表

型枠・コンクリートの考え方

・本管の外径から1 0 0 m m上まで（図中のＨ）

・幅はＢを使用

・本管の管外径を控除

・副管の管外径を控除

外副管付きマンホール構造標準図
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500

B1

B2

H
2

H
1

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立

500

B1

H
2

H
1

D

ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立
B2

D

D'T1 T2

D
'

H1
H2

正　面　図 流　出　側流　入　側

Ｄ Ｂ１ Ｂ２ Ｈ１ Ｈ２ Ｔ１ Ｔ２

150

200

250

300

400

450

350

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

200

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

寸法表(単位：mm)

管巻立工（参考図）
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1
9

5 6

5
5

8 5

5 5

レンチ穴

φ154 . 6

φ1 53 . 4

φ16 5

φ15 1

5
8

4
0

1
8

フタ(R .P V C)

パッキン（合成ゴム）

枠(R . P V C )

るあける めし

※材質：硬質塩化ビニール

※色調：ミカゲホワイト

17

公共桝蓋詳細図(宅内用)



7 5

6
5

7 8

2
8

φ 2 1 6

φ2 0 0

(φ3 5 0 )

(φ1 7 0 )

(
5
0
)

(
1
0
)

φ 1 7 8

フタ(F C D 45 0 )

枠 ( F C 2 0 0 )

M 6ボルト、ナット

鎖（ステンレス）

本体（VU 2 0 0）

（台座 T F - 2 0）

2
0
0

2
0

2
72
0

公共桝蓋詳細図(車道用)
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塩ﾋﾞ桝

ﾌﾟﾚｰ ﾝ ｴ ﾝﾄﾞ直管

可とう製支管(ﾘﾌ ﾞ管用)

ﾘﾌ ﾞ付硬質塩化ﾋﾞ ﾆｰﾙ管

可とう製支管(鉄筋ｺﾝｸ ﾘｰﾄ管用)

可とう製支管
(強化ﾌﾟﾗ ｽﾁ ｯｸ

複合管用)

Ｐ型ﾊﾟｯ ｷﾝ

(1 )鉄筋ｺﾝｸ ﾘｰﾄ管への取付け (2)強化ﾌﾟﾗ ｽﾁｯ ｸ複合管への取付け (3 )陶管への取付け

20

AF型圧縮ｼﾞｮｲ ﾝﾄ 90°枝付管

※陶管用の支管あり

取付管標準図



ＶＵφ１５０
立上り管

ＶＵφ１００

ＶＵφ１００

１５０㎜

５０㎜

１００㎜

ミシン縫い

埋設標識シート詳細図　（茶色）

民地 公道

掘削工事における地下埋設物の損傷・切断事故の防止

原則として取付管部分のみ布設する

５
０

０
程

度

９
０

０
以

上 塩  ビ 桝

公共桝

標識シート

21

埋設管標識シート布設図



ＶＵφ１５０
立上り管

ＶＵφ１００

ＶＵφ１００

排水設備工事 下水道工事

※宅地内の公共桝蓋は延岡市型塩ビ製を使用する。

※塩ビ桝は原則としてマルチインバートを使用する。

※公共桝が車道上になる場合はT-8・T-14・T-25から選択する。

民地 公道

９
０

０
以

上 塩  ビ 桝

公共桝

22

塩ビ製汚水桝設置（参考図）



地下埋設管防護工（参考図）

23

生松丸太末口150またはH型鋼1000 1000

掘　削　幅

鉄線（径4mm 3本巻）
ワイヤロープ φ10
（ターンバックル使用）

縦　断　方　向

生松丸太末口150またはH型鋼1000 1000

掘　削　幅

鉄線（径4mm 3本巻）
ワイヤロープ φ10
（ターンバックル使用）

横　断　方　向

300以内

吊り防護工

松板（15*50*200）

管継手部分



地下埋設管防護工（参考図）

24

受け防護工（使用材は松押角および松板）

1300 1300

300以内

400

側　面　図 正　面　図

構 造 物 天 端

105×105

15×105

15×105

105×105

管継手部分

105×105

かすがいかすがい

105×105

105×105

105×105

15×105

15×105

105×105

釘釘



土留工（参考図）

25

掘削幅

床掘面

基礎材

使用範囲（参考） 使用範囲（参考）

深さ（m） 段数 矢板名称 支保工材 深さ（m） 段数 矢板名称 支保工材

1.5m以下 1
軽量鋼矢板

切梁・
腹起し

1.5m以下 1

簡易土留
（パネル）

切梁・
腹起し

アルミ

2.0m以下 2
軽量鋼矢板

2.0m以下 2
アルミ

2.5m以下 3
軽量鋼矢板

2.5m以下 2
アルミ

3.0m以下 3
軽量鋼矢板

3.0m以下 2、3
アルミ

3.5m以下 3
軽量鋼矢板

3.5m以下 3
アルミ

3.8m以下 3
軽量鋼矢板

4.0m以下 3
アルミ

4.5m以下 3

5.0m以下 4

5.5m以下 4

6.0m以下 5

※支保工の段数はメーカーによって変わる

　ので、使用するメーカーに確認すること。

腹起し切梁



管上保護砕石厚

本管土工形態（参考図）

Ｄ Ｄ’ Ｈ２ Ｈ３ 適用

150

200

250

300

350

400

450

228.8

171.0

286.2

343.6

400.6

448.4

502.0

100

100

100

100

100

100

100

リブ付硬質塩化ビニル管

〃

〃

〃

〃

〃

〃

砕石基礎

H1
H
3

H
2 掘

削
深
（
H）

寸法表（単位：mm）

素掘工法の場合（砂質土、粘性土、レキ質土、軟岩）

注）硬岩の場合は、別途算出すること。

Ｄ

Ｄ'

再生Ｃラン

1
00

Ｂ

Ｂ

Ｂ(素掘り）Ｂ(ﾊﾟﾈﾙ)

100

100

100

100

100

100

Ｈ１ 砕石基礎

100 271.0

328.8

386.2

443.6

500.6

548.4

602.0

26

800

850

900

950

1000

1050

1050

1050

1250

1250

1050

1050

1250

1250

H-371.0

H-428.8

H-486.2

H-543.6

H-600.6

H-648.4

H-702.0



取付管土工形態（参考図）

Ｂ２

平均掘削深（Ｂ）

Ｂ１

0.1

平
均
掘
削
深
（
Ｈ
）

Ｈ
１

Ｈ
２

Ｈ
３

（掘削） （埋戻）

再生Ｃラン

再生Ｃラン

再生Ｃラン基礎

人力

Ｂ１Ｈ Ｂ２ Ｂ Ｈ２Ｈ１ Ｈ３

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

550

550

550

550

550

550

550

550

550

550

550

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

414

414

414

414

414

414

414

414

414

414

414

750

770

790

810

830

850

870

890

910

930

950

650

660

670

680

690

700

710

720

730

740

750

486

586

686

786

886

986

1086

1186

1286

1386

1486

寸法表（単位：ｍｍ）

１
０
０

2 7

（
保
護
砂
の
場
合
３
０
０
）

※取付管種が塩ビ（ＶＵ）の場合は砕石保護シートを巻くこと

※土留が必要な場合、B1＝B2＝1050ｍｍの掘削幅が必要

※Ｈ２は保護砂の場合は214ｍｍ、砕石の場合は414ｍｍで計上する

（参考寸法）



薬液注入用　観測井の形状（参考図）

キャップ

ふた

H-
1.
5m
（
撤
去
）

(
外
側
)
ﾎﾟ
ﾘｴ
ﾁﾚ
ﾝ製

ﾈｯ
ﾄ(
2重

巻
)

(内
側
)ﾎ
ﾟﾘ
ｴﾁ
ﾚ
ﾝ製

ﾈ
ｯﾄ
状
ﾊ
ﾟｲ
ﾌﾟ

埋
殺
部
分

φ80mm以上

ﾌｨﾙﾀｰ用砂

塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管φ100

2
50
～
30
0

37
0

60 370 60

100 300

10
0

15
0

1
00砕石基礎
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Ｄ
Ｒ

・

・0

Ｄ
0

ｄ
1

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

0.8

0.8

0.8

1.2

1.2

1.4

1.4

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

ＥＳ

Ｐ

Ｄ Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｒ

Ｈ
Ｒ

ｄ
ｔ

硬質塩化ビニル管（ＲＰ）ゴム輪受口片受直管詳細図
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３）

標線
ゴム輪

呼び径
ｼｰﾙ部外径 厚さ 外径 リブ外径 リブ高さ リブ間隔 リブ幅 近似値内径 受口外径 受口内径 平行部長さ 受口長さ 1m当りの重量

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

ＤＳ ｔ Ｄ(参考) ＤＲ(参考) ＨＲ(参考) Ｐ ＥＳ ｄ(参考) Ｄ0 ｄ1(最小) ・0(最小) ・ ㎏(最小)

157.5±0.6

207.7±0.7

258.5±0.9

309.7±1.0

360.2±1.1

411.0±1.3

461.8±1.4

2.4

2.4

2.7

3.0

3.1

3.1

3.2

155.5

205.5

256.1

307.1

357.4

407.6

457.8

171.0

228.8

286.2

343.6

400.6

448.4

502.0

 7.7

11.6

15.0

18.2

21.6

20.4

22.1

19.1±0.6

25.4±0.8

30.5±0.9

38.1±1.1

38.1±1.1

38.1±1.1

38.1±1.1

3.1

3.6

4.4

5.4

5.9

5.8

6.8

19315 0

20 0

25 0

30 0

35 0

40 0

45 0

259

324

389

453

499

557

171 . 7

229 . 7

287 . 3

344 . 9

402 . 1

450 . 2

504 . 0

 90

100

115

135

135

135

135

110±10

125±10

145±10

180±10

180±10

185±10

185±10

 3.0

 4.4

 6.4

 9.0

12.0

13.9

17.4

単位：㎜

・リブ部詳細

〔注〕１．リブ外径及び外径とは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測定値の平均とします。

２．表中１ｍ当りの質量は、比重１．４３の計算値です。

３．受口内径ｄ1は直角２方向の内径測定値の算術平均値とします。

４．ゴム輪差し口でのゴム輪取付け位置は、管端より第２番目と第３番目のリブの間とします。

５．標線位置は、呼び径１５０の場合は管端より第６番目と第７番目のリブの間、呼び径２００以上の場合は、第５番目と第６番目のリブの間とします。
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＋３０

－１０

－１０

＋４０

＋３０

－１０

－１０

＋４０

＋３０

－１０

－１０

＋４０

硬質塩化ビニル管（ＲＰ）マンホール継手（人孔取付用管）詳細図
（ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１）

呼び径

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

単位：㎜

Ｌ Ｓ 呼び径

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

単位：㎜

Ｌ Ｓ 呼び径

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

単位：㎜

Ｌ Ｓ

上流用マンホール継手（略号　ＭＲ） 下流用マンホール継手（略号　ＭＳＡ） 副管分岐用マンホール継手（略号　ＭＲＬ）

５００

５００

５００

５００

１０００

１０００

２５０ ２５０ ２５０

砂付け ゴム輪

標線

砂付け砂付け

Ｓ Ｓ Ｓ
Ｌ Ｌ Ｌ
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